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こどもの笑顔フォトコンテスト
みんなでともに乗り越えよう
平成30年度決算
町職員給与などを公表します
法律知識
こども園園児募集
浪江町海外学習事業／ふくしま駅伝大会
保健だより
まちの話題
みんなの図書館／まるしぇコーナー
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信
連絡先一覧／子育て広場

今月の表紙

復興への熱い想い  固い握手を通して
（10月５日  ふたばワールド2019 in Ｊヴィレッジ）

広
報

なかよく  みんな  えがおで
あなたと町を結ぶ

町内で会ったら
皆さん声を

掛けあいましょう
はーい♪

あだたらちゃん うけどん



撮影者
大清水 祥絵さん（権現堂）

公園にある大型遊具の頂上で
ご満悦の表情です♪これから
の成長も楽しみ！

撮影者
鈴木 知恵子さん（川添）

梅雨の時期の晴れた日にふ
と思いたってお兄ちゃんを
幼稚園に送りながら行って
きました。自分から波に向
かっていくのでヒヤヒヤし
ましたが喜んでくれたよう
で良かったです。

撮影者
斉藤 綾子さん（高瀬）

時々ケンカしちゃうけど…。

撮影者
柴野 梢さん（請戸）

水遊びが大好きな子です。

フォトコンテストフォトコンテスト

すてきな
笑顔で賞

すてきな
笑顔で賞
すてきな
笑顔で賞
すてきな
笑顔で賞

撮影者
北里 弥生さん（小野田）

お兄ちゃん達と遊んで
楽しいな。

撮影者
深野 初美さん（小野田）

一年振りのスキー場は真っ白
で、雪遊びがとっても楽しか
ったです。
また連れてってね♪

撮影者
松下 あずささん（加倉）

４か月になったときの写真です。
毎日毎日できることが増えてき
て、はじめはニコニコするだけだ
ったのが今は声をだして笑ったり
たくさんお話したりできるように
なってきました。

撮影者
照井 勇気さん（田尻）

大好きな保育園に向かう
前のニコニコ姉妹

歩くのが大好き！
今日も靴をもって外に行こう
と誘ってきます♪

撮影者　
渡部 佳奈絵さん（川添）

のりのりの２歳の誕生日 撮影者
石澤　由佳さん（権現堂）
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撮影者　石崎 直子さん
　　　（羽附）

撮影者　吉田 めぐみさん
　　（権現堂）

大好きなパンをもらって、
とびきりのスマイル!!

撮影者　叶 貴美子さん
　　　（北幾世橋）

友達と川遊びをして川
の水が思ったより冷た
く気持ち良かった。

撮影者
野村 のぞみさん（川添）

畑で採れたミニトマトを洗ってすぐにパク
リ！おいしーい！と嬉しそうに食べる双子
です。祖父と野菜収穫が毎日の日課です。

撮影者　山本 千広さん
　　（谷津田）

寝返り上手にできました。

フォトコンテストフォトコンテストフォトコンテストフォトコンテストフォトコンテストフォトコンテスト

お気に入りの帽子をかぶせて
あげたら、とっても嬉しそう
にしていました。

すてきな
笑顔で賞

「なかよく・みんな・えがおで」をテー
マに、「第９回こどもの笑顔フォトコンテ
スト」を開催したところ、53点の作品の
応募がありました。
厳正なる審査の結果、入賞作品が決定し
ました。入賞した15作品と応募者のコメ
ントを紹介します。
また、11月29日（金）まで、全ての応募
作品を浪江町役場本庁舎１階ロビーに展示
しているので、ぜひご覧ください。

最優秀賞

特別賞

すてきな
笑顔で賞

優秀賞

教育委員会事務局子育て支援係
0240（34）0252
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復興に向けて着実に歩を進める浪江町をＰＲするとと
もに、町民の皆さんに町への愛着をより一層深めてもら
うため、浪江町イメージアップキャラクター「うけど
ん」をデザインした標識（ナンバープレート）の交付
を、10月１日から開始しました。
　　■交付対象車種・枚数

住民課課税係　　0240（34）0224

うけどんナンバープレートを付けて安全に運転してね

うけどんデザイン「ご当地ナンバー」交付開始

第一種原動機付自転車（50㏄以下）
第二種原動機付自転車乙（90㏄以下）
第二種原動機付自転車甲（125㏄以下）
ミニカー
小型特殊自動車（農耕作業用およびその他）

※交付枚数に限りがありますので、希望する人は課税係に問い合わせてください。

50枚
5枚
5枚
5枚

135枚

車　　　種 枚　数

うけどんが
ナンバープレートを手渡し
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平成30年度

決算
　企画財政課財政管財係　　0240（34）0237

平成30年度は、本格復興期の２年目と
して、町内の生活環境整備や雇用の場の
創出、地場産業の再興に関する取組を重
点的に展開しました。
その概要をお知らせします。

歳出 
町税

その他

労働費

商工費

消防費

議会費

公債費

地方交付税

県支出金

国庫支出金

地方譲与税等
4億9,099万9千円
前年度比 3.7%増

7億5,273万9千円
前年度比 48.9%増

5億894万2千円
前年度比 68.2%減

27億8,713万7千円
前年度比 52.6%減

18億7,425万6千円
前年度比 50.7%増

9億631万9千円
前年度比 6.8%減

145億2,582万9千円
前年度比 49%減

92億6,823万8千円
前年度比 11.5%減

17億126万7千円
前年度比 6.8%増

94億4,869万4千円
前年度比 60.1%減

総務費

衛生費

農林水産業費

土木費

教育費

災害復旧費

自主財源

依存財源

町税内訳
町　民　税
固定資産税
軽自動車税
そ　の　他

4億2,431万2千円
1億6,554万8千円
2,310万1千円
5,633万9千円

109億8,763万7千円
2億9,772万7千円
21億4,483万円
3,711万4千円
1,150万7千円

1億1,767万3千円

その他の内訳
繰　入　金
諸　収　入
繰　越　金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入・寄附金

334億3,809万3千円
（前年度比　27.0%減）

歳入 351億7,498万6千円
（前年度比　26.7%減）

6億6,930万円
前年度比 7.2%減

2,987万5千円
前年度比 95.8%減

79億7,800万5千円
前年度比 476.4%増

11億4,930万5千円
前年度比 12.5%減

1億1,126万5千円
前年度比 2.1%減

4億8,326万1千円
前年度比 12.9%減

135億9,648万8千円
前年度比 23.6%増

1.9％1.9％

1.4％1.4％

38.6％38.6％38.6％

26.4％26.4％26.4％

4.8％4.8％4.8％

26.9％26.9％26.9％

43.5％43.5％43.5％

民生費
23億3,116万円
前年度比 23.4%減

7.0％7.0％7.0％
2.7％2.7％0.1％0.1％0.1％

5.6％5.6％5.6％

8.3％8.3％8.3％
3.4％3.4％3.4％

23.9％23.9％23.9％

2.3％2.3％
1.5％1.5％

1.4％1.4％1.4％
0.3％0.3％0.3％
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園児募集園児募集園児募集令和
２年度

  〒979-1513  浪江町大字幾世橋字来福寺西39番地
浪江にじいろこども園

11月１日（金）から11月29日（金）まで

● 生後６か月から小学校就学前対象児童

● １号認定（教育標準時間）　　　　月曜日～金曜日　８時30分～13時30分
● ２号・３号認定（保育標準時間）　月曜日～金曜日　８時～18時
● ２号・３号認定（保育短時間）　　月曜日～金曜日　８時30～16時30分

保育時間

認定こども園とは
教育と保育を一体的に行う施設で、幼稚園と保育所の両方の良さを併せ持った施設です。
教育部分については、満３歳以上の子供であれば誰でも利用できますが、保育部分につい
ては、保護者の就労などの理由により、家庭で保育ができない場合に利用できます。

令和２年
４月以降の
入園申込みを
受け付けます

　　教育委員会事務局子育て支援係  　0240（34）0252・

申込方法 必要書類をそろえて子育て支援係に提出してください。
必要書類は、浪江にじいろこども園および子育て支援係に備えています。
また、町ホームページからダウンロードすることもできます。

注 意 点 応募人数によっては申込みをしても希望にそ
えない場合があります。特に２号・３号認定
（保育短時間・保育標準時間）希望の人につ
いては、保育の必要性の高い人からの選考と
なりますので、あらかじめご了承ください。

支給認定について
認定こども園を利用するためには、「支給認定」を受ける必要があります。
この「支給認定」は、子供の年齢や保育の必要性の有無によって三つの区分に分かれます。
支給認定を受けるための手続は、入園申込みと同時に行います。

※保護者の就労時間が月120時間以上の場合は「保育標準時間」、月48時間以上120時間
未満の場合は「保育短時間」認定となります。保育短時間の場合の利用は「１日８時間
まで」となります。

※保育を必要とする事由とは
　 ● 保護者が就労している　　　　● 母親の妊娠・出産（利用期間の条件あり）
　 ● 保護者に疾病・障がいがある　● 家族などの介護・看護をしている　など

年齢区分 認定区分 認定時間 対象者

満3歳以上
１号認定 教育標準時間 教育を希望する人
２号認定 保 育 短 時 間 「保育を必要とする事由」に

  該当し、保育を希望する人満3歳未満 ３号認定 保育標準時間

暑
防
消
江
浪
●

●
所
療
診
江
浪

●
ま
・ちな
・み

至南相馬市

至いわき市

浪江町
役　場

●幾世橋集合住宅

●東邦銀行

●幾世橋
　住宅団地

なみえ創成小・中学校

ヨーク
ベニマル

浪江にじいろこども園

【休業中】

】
中
業
休
【

いつか役に立つ

法 律 識
No.35

選挙運動用自動車に乗った候補者の声が大きく、テレビの音が聞こ
えないことがあります。選挙運動の音の大きさに制限はないですか？

公共施設内や病院内、交通機関の車両・関係施設内などは、演説や連呼行為が禁止され
ています。また、学校や病院などの周辺では、静かさを保つよう努めなければなりませ
ん。さらに、午後８時から翌日午前８時までの演説は禁止されており、長時間にわたり同
一の場所で演説することも避けなくてはならないなど、公職選挙法で様々な規制が定めら
れていますが、住宅街での演説の声の大きさに関しては、特別な規制はありません。

日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、
法律に基づいた対応策を紹介します。
今回は、選挙に関する疑問にお答えします。

知
弁護士　大橋　征平

総務課　主幹
（所属：福島県弁護士会）

選
えな

Q

A

候補者が、選挙期間前から、駅前周辺で自分の政策を訴えていまし
た。違法ではないですか？

公職選挙法上、選挙運動は、選挙期間中しかできませんが、選挙運動に当たらない政治
活動は、選挙期間前でも行えます。選挙運動とは、特定の選挙について、特定の候補者を
当選させるため、投票を得る、または投票させるための行為です。例えば、特定の候補者
に投票するように演説することが該当します。一方、単に自分の政策を述べるだけでは選
挙運動に該当しません。選挙期間前の政治活動としての演説に対する特別な規制はなく、
違法ではありません。

候補者の選挙活動用ポスターが、勝手に自宅の塀に貼られていました。勝手に
ポスターを剥がして、捨てても構わないですか？

他人の住居などにポスターを貼る場合、その住居の居住者に承諾を得なければならない
ため、承諾を得ずにポスターが貼られた場合、居住者は自分で剥がすことができます。た
だし、承諾を得ずにできるのはポスターを剥がすことまでです。剥がしたポスターは、候
補者や関係者に返しましょう。

候
ポス

Q

A

候
た

Q

A
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浪江町海外学習事業
参加児童・生徒の感想（抜粋）

　オーストラリアの先住民族であるアボリジニの
文化を知ることができました。実際に、アボリジ
ニの儀式などにも参加しました。また、伝統的な
ダンスも見ました。アボリジニのダンスは迫力が
ありました。
　この学習を通して、オーストラリア以外の国の
ことも知りたいと思うようになりました。様々な
国のことをもっと知って、文化やお金、歴史、自
然などを比べて、共通点や違う点を見付けたいと
思いました。そして、海外に行って、自分の目で
色々なことを見てみたいと思いました。

　オーストラリアのケアンズですごした三日間
で、毎日いろいろなことを経験しました。
　ワニやカンガルーの肉を食べたり、コアラを
抱っこしたりと、初めて見ること、食べること、
さわることがあってとても良い経験ができ、楽し
い一日になりました。アサートン農場では、今ま
でに見たことがないぐらいの大きさのズッキーニ
とナスがありました。持ってみるとどちらもずっ
しりとしていて、同じ物でも育った場所や気温、
育てる人によって変わってくるのだと思いました。
　大学生の人との交流では、英語があまり分から
ず苦戦しました。ＪＴＢ訪問では、海外で働く人
たちへ質問することができ、海外の生活の様子や
不便なことが分かりました。

　オーストラリアでおどろいたところは、ゴミは
きちんとゴミおき場にせい理しておいてあるとこ
ろです。どうろなどのいろいろなところにゴミお
き場があって、きちんとゴミを分けて、リサイク
ルをしていました。そのおかげで、ケアンズの町
はきれいなんだなと思いました。
　オーストラリアで楽しかったことは、コアラを
だっこしたことです。３キログラム～５キログラ
ムくらいあったと思います。フサフサではなく、
ゴアゴアしていました。うれしかったことは、自こ
しょうかいをえい語で言えたことです。上手に言え
たのは、たくさんれん習をしたからだと思います。

　ワニの肉は、思ったよりもやわらかくてとても
おいしかったです。カンガルーの肉は少し固かっ
たけど、こちらもおいしかったです。
　この体験は、ぼくの一生の宝物になりました。
そして、これらの体験を学校生活に生かして、が
んばっていきたいと思います。

オーストラリアで
気づいたことと、うれしかったこと

海外学習で学んだこと

オーストラリアでの経験

楽しかったオーストラリア

有袋類のコアラやカンガルーを観察
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応援お願いします ～ふくしま駅伝大会～応援お願いします ～ふくしま駅伝大会～応援お願いします ～ふくしま駅伝大会～
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オーストラリア（ケアンズ）に行ってきました
　町は、８月17日から22日にかけて、町立小・中
学校に通学する小学３年生から中学３年生までの希
望者を対象に「浪江町海外学習事業」を実施しました。
　現地に到着すると、初めは慣れない英語や環境
に、参加した児童・生徒４人から戸惑いの表情が見
られましたが、滞在していく中で、徐々に自ら会話
しようと努力したり、集団行動の上で必要な“時間
厳守”を心掛けて生活したりするなど、日に日に成
長していく姿が見られました。
　到着して３日目には、自然豊かなアサートン高原
に移動し、農園でファーム体験を行いました。温か
く迎え入れてくれた夫妻に英語で自己紹介した後、
野菜づくりを見学したり箱詰め作業を手伝ったりし
ました。最後には、おいしい手料理もごちそうにな
りました。
　現地最終日は、午前中に現地の学生と水族館・博

浪江町海外学習事業

世界遺産の熱帯雨林を見学 現地の人との交流

JTBケアンズ支店で感想を発表 「アボリジニ」のダンスを鑑賞

ショッピングセンターで自由行動水族館を現地の学生と見学 博物館で “ケアンズ上空図” に夢中

箱詰め作業をお手伝い

現地の皆さんと一緒に

物館を見学、昼にはショッピングセンターで昼食。
参加した児童・生徒は、手助けなしで注文できるま
でに成長していました。午後には株式会社JTBケア
ンズ支店で「ケアンズに来て感じたこと」「勉強に
なったこと」などをそれぞれ発表。夜には、オース
トラリアの先住民族「アボリジニ」の儀式を鑑賞し
ました。
　その他にも、「ネイチャーパーク」で、オースト
ラリアならではの野生動物や植物を観察するなど、
オーストラリアの自然や文化を数多く体験できた貴
重な６日間となりました。
　参加した児童・生徒からは、「学校で習った自分
の英語が相手に伝わったときはうれしかった」、「自
分が学んだことを早く家族や友達に伝えたい」など
の感想があり、とても充実した海外学習となったよ
うです。
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第６回 ダンベル交流会を開催しました！

９月８日、浪江町地域スポーツセンターにおいて、ダンベル交流会を開催しました。
今年も県内各地で実施しているロコモ予防教室などの参加者の皆さんによる成果発表や創作

琉球舞踊、浪江・津島小学校、なみえ創成小学校の児童、教師によるダンベル体操が披露さ
れ、会場は熱気に包まれました。交流会の最後は、全員によるフォークダンスで交流を深め、
参加者の一体感が高まった様子でした。

「んだげんちょ」ダンベル体操披露
浪江・津島小学校、なみえ創成小学校の
児童と教師の皆さん

「んだげんちょ」ダンベル体操披露
浪江・津島小学校、なみえ創成小学校の
児童と教師の皆さん

「んだげんちょ」ダンベル体操披露
浪江・津島小学校、なみえ創成小学校の
児童と教師の皆さん

創作ダンベルを参加者全員で創作ダンベルを参加者全員で創作ダンベルを参加者全員で

フィナーレはダンスで交流フィナーレはダンスで交流

男前ダンベル体操披露
（浪江町・柴田町・東北福祉大学の皆さん）
男前ダンベル体操披露
（浪江町・柴田町・東北福祉大学の皆さん）
男前ダンベル体操披露
（浪江町・柴田町・東北福祉大学の皆さん）

ダイナミック琉球演舞ダイナミック琉球演舞
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健康知恵袋

うけどんの

●

●
●
●
　　

　　
　　
　　
　　
●
●

●ノロウイルスってなぁに？
ノロウイルスによる感染性胃腸炎

は、一年を通して発生しますが、特に
11月から１月に流行します。
●感染すると、どうなるの？
潜伏期間は１日～２日で、おう吐や

下痢、腹痛などを引き起こします。
また、おう吐や下痢が続いた場合、

抵抗力の弱い乳幼児や高齢者は、脱水
症状を起こしやすいので、水分補給
し、早めに医療機関を受診しましょう。

●感染しないためには
　どうすればいいの？
①手洗い（指や爪の間、親
指周りなど、汚れの残り
やすい部分をしっかり洗う）
②食品はしっかり加熱する
　（しっかり火を通す（特に貝類））
③調理器具の消毒
　（洗剤などで十分に洗浄し、熱湯で加熱する）
④調理する人の健康管理
　（症状があるときは食品を直接扱わない）

ノロウイルス対策を実践しよう！

●
●

●
●
●

風邪を予防する
５つの良い習慣
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　0240（34）0249
　健康保険課健康係
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10月５日、ナショナルトレーニングセンターＪヴィレッジ（楢葉町）において、双葉郡８町村の祭典
「ふたばワールド2019 in Ｊヴィレッジ」が開催されました。
当日は、各町村の子供たちも参加した「オープニングセレモニー」を皮切りに、ステージイベントで

は、演歌歌手の川中美幸さんをはじめ、豪華ゲストの登場、「浪江町相馬流れ山踊り保存会」などによるパ
フォーマンスで、会場は大いに盛り上がりました。また、毎年恒例の地元食材で作る「ふたばの “大鍋” プ
ロジェクト」では、“平成の大横綱”貴乃花光司さんプロデュースの「塩ちゃんこ鍋」が振る舞われると
あって、順番を待つ人たちで長蛇の列に。
今年は晴天に恵まれ、約３万2,500人と過去最高の来場者数を記録しました。
来年度も引き続き「ふたばワールド」は、震災によって分散避難している双葉地方の住民の交流の場と

して実施（開催町村は未定）される予定です。

交流を深めた参加者の皆さん

豪華ゲストと
ゆるキャラたちが共演
豪華ゲストと
ゆるキャラたちが共演
豪華ゲストと
ゆるキャラたちが共演

浪江町町旗を持つ長沼蒼依さん（左から２人目）浪江町町旗を持つ長沼蒼依さん（左から２人目）浪江町町旗を持つ長沼蒼依さん（左から２人目）

多くの来場者が行き交う会場多くの来場者が行き交う会場

貴乃花光司さんが直接振る舞った具だくさんの大鍋貴乃花光司さんが直接振る舞った具だくさんの大鍋貴乃花光司さんが直接振る舞った具だくさんの大鍋大勢の観客の前で“流れ山”を披露                      大勢の観客の前で“流れ山”を披露                      大勢の観客の前で“流れ山”を披露                      
長年の功績により

交通安全を誓う児童たち

火災予防・災害対策の充実・強化に向けて

浪江町代表で「ふたばワールド」の旗を持つ長岡樹希さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後方左から３人目）
浪江町代表で「ふたばワールド」の旗を持つ長岡樹希さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後方左から３人目）
浪江町代表で「ふたばワールド」の旗を持つ長岡樹希さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後方左から３人目）

たつ き あお い

���� �������	
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

交流を深めた参加者の皆さん交流を深めた参加者の皆さん交流を深めた参加者の皆さん

９月７日、千葉県成田市の成田ビューホテルにおいて、
「なみえ絆いわき会」および千葉県をはじめ関東近郊に避
難している町民の皆さんの主催による交流懇談会が開催さ
れました。
懇談会には、「なみえ絆いわき会」会員71人、千葉県を

はじめ関東近郊に避難している町民12人など83人が参加
しました。
懇談会は、代表者の挨拶と町長からのメッセージで始ま

り、石井町議会議員から議会報告、町からは現在の町の復
興状況と、浪江町イメージアップキャラクター「うけど
ん」が「ゆるキャラ®グランプリ2019」に挑戦しているこ
となどの報告がありました。懇談会終了後は、参加者全員
で昼食を取るなど、参加者の皆さんは、久しぶりの再会を
喜び、楽しいひとときを過ごしていました。

９月24日、浪江町役場本庁舎において、佐々木幸夫さんへの
叙勲伝達式を行いました。
佐々木さんは、昭和48年４月から23年間にわたり浪江町議会

議員を務められ、地方自治と地域社会の発展に尽力されまし
た。その功績により、この度「旭日単光章」を受章されました。

豪華ゲストと
ゆるキャラたちが共演

浪江町町旗を持つ長沼蒼依さん（左から２人目）

多くの来場者が行き交う会場

貴乃花光司さんが直接振る舞った具だくさんの大鍋大勢の観客の前で“流れ山”を披露                      
長年の功績により長年の功績により長年の功績により

９月20日、なみえ創成小・中学校において、双葉警察署、
浪江地区の各交通安全団体や防犯パトロール隊の皆さんと合
同で、令和元年秋の全国交通安全運動出動式が行われました。
運動期間中は「身につける　夜道のお守り　反射材」をス

ローガンに、交通安全啓発活動を実施するなど、交通安全へ
の意識向上に努めました。

交通安全を誓う児童たち交通安全を誓う児童たち交通安全を誓う児童たち
９月８日、富岡町文化交流センター学びの森において、第68

回福島県消防協会双葉支部幹部大会が開催されました。この大
会では、双葉郡内の消防関係者が一堂に集まり、地域住民の安
全・安心を確保するため、時代の変化に適応した火災予防・災
害対策などの充実・強化に努めることを再確認しました。
また、浪江町消防団からの各種表彰者は次のとおりです。

【福島県消防協会双葉支部表彰】（敬称略）
＊功績章　鈴木　淳　小野田裕一　熊上哲也　牛渡道生
　　　　　蔦　浩義
＊精勤章　松本伸彦　原田昌晋　田代文彦　板倉隼平
　　　　　泉田一也　鈴木成明　門馬新一郎　熊野博之

火災予防・災害対策の充実・強化に向けて火災予防・災害対策の充実・強化に向けて火災予防・災害対策の充実・強化に向けて

浪江町代表で「ふたばワールド」の旗を持つ長岡樹希さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後方左から３人目）
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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11時～15時

11時～15時
10日 日

毎月
第２土曜・日

曜は

まるしぇの
日♪

11月

※都合により、内容などを変更する場合があります。ご了承ください。

駐車場は役場敷地内駐車場を利用してください。皆さんのお越しを心からお待ちしています。

産業振興課商工労働係 　　0240（34）0247
12月は７日（土）８日（日）に開催！

10月に中止となっ
た大抽選会を開催！
町内飲食店や “まる
しぇの店”を利用し、
抽選券をゲットしよ
う！

まるしぇ3周年
ガラポン大抽選会

イベント（両日）

10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」

ステージ

９日土

今月もたくさんのゲストがステージを盛り上げます !
“音楽あり笑いあり” の週末をお過ごしください。

９日
（土）

10日
（日）

・・ウクレレ演奏　吉田タンス店
・アコースティックギター弾き語り　達見　恵
・ヨーヨーパフォーマンス　Shige
・尺八演奏　大友憧山
・歌謡ショー　原田雪見

・マジックショー　見習い魔法使いゆうた
・漫才　リーベルスター
・アコースティックバンド演奏　音楽工房
・ライブ　MEHIKARI  BOYS
・音楽ライブ　ストリートミュージシャン向日葵

どうざん

ひまわり
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読
ん
で
み
ま
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ん
か

読
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で
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ん
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読
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で
み
ま
せ
ん
か
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９
月
を
も
っ
て
退
職
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
町
民

の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　＊
小　

口　

浩　

史

　
　
　
　

（
住
宅
水
道
課
）
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消防署からのお知らせ

火事と救急は119番
浪江消防署 0240（34）4111
富岡消防署 0240（22）2119《消防署連絡先》

令和元年度全国統一防火標語

「 ひとつずつ
いいね！で確認  火の用心 」

「全国火災予防運動」は、火災が発生しやすい
時期を迎えるに当たり、火災予防の意識を高め
ることで、火災の発生を防止し、尊い命を守る
とともに財産の損失を防ぐことを目的としてお
り、年２回（春・秋）実施しています。
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教育委員会事務局学校教育係 0240（34）5710

東京工業大学～理科教室～
in十日市祭

浪江町セカンド・スクール構想の一環として、「東京工業大学～理科教室～
in十日市祭」を開催します。たくさんの子供たちの参加をお待ちしています。

スライムづくり ロボットゲーム

●日時　11月23日（土）10時～17時
11月24日（日）10時～16時

●会場　浪江町地域スポーツセンター
　（浪江町大字権現堂字下馬洗田５－２）

●内容　スライムづくり・ロボットゲーム・水の
流れの観察・紙グライダー作り

●対象　浪江町出身の児童・生徒および幼児とそ
の家族

●参加費　無料 おみやげも
あるので

ぜひ来てね～！
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浪江町商工会 0240（35）3321

復興なみえ町 十日市祭

浪江町商工会 0240（35）3321

内  容

内  容
内　容

出展窯元

●詳しくは、同封のチラシ「復興なみえ町十日市祭」をご覧ください。

●詳しくは、同封のチラシ「『十日市祭』県内バス運行事業」をご覧ください。

十日市祭開催に合わせ、県内送迎バスを運行します。
　（二本松、福島、郡山、いわき、南相馬、白河・須賀川方面）
バスを利用する場合は、予約が必要です。
※各バスは定員になり次第、予約終了となりますのでご注意ください。

大堀相馬焼「大せとまつり」が、今年も十
日市祭と同時開催します。
焼き物の展示販売のほか、絵付け体験やろ

くろ実演、スタンプラリー抽選会なども行い
ますので、ぜひお越しください。

プロ野球の運営などを行っている日本野球
機構（ＮＰＢ）のベースボールフェスタが、今年
も十日市祭と同時開催します。

大せとまつり
～浪江で復活～

NPBベースボールフェスタ
2019 in 浪江町・十日市祭

休閑窯・松永窯・春山窯・栖鳳窯
半谷窯・京月窯・錨屋窯

大堀相馬焼協同組合 0243（24）8812

●思い切り体を動かして楽しめる「ストラックアウト」
や「バッテイング体験」コーナー
●会場を回って豪華景品がもらえる「プロ野球球団ス
タンプラリー」
●お笑い芸人「アントキの猪木」が代表を務める、野球
選手の物まね芸人たちが結成した「偽（いつわり）ジャ
パン」が来場
●プロ野球に関する展示やアトラクション

同時開催イベント

■日にち　11月23日（土・祝）・24日（日）
■場　所　浪江町地域スポーツセンター（浪江町大字権現堂字下馬洗田5－2）
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企画財政課情報統計係 0240（34）0241

特別料金プランを利用していない人へ

なみえタブレット 通信

サークル活動や交流会などで、タブレッ
トの操作方法やアプリの使い方、セキュリ
ティ対策などについて学びませんか？
５人以上集まっていただければ、全国
各地どこへでもお伺いします。講習会を
希望する人はお気軽にお問合せください。

これまでタブレットの操作方法やなみえアプリなどに関する問合せは「浪江町タブレットサポートセ
ンター」でご案内していましたが、11月１日以降、「浪江タブレット特別料金プラン」を利用していな
い人の問合せ先が変更になります。
「浪江タブレット特別料金プラン」を利用していない人の問合せは、企画財政課情報統計係で受け付け
ていますのでお気軽にご連絡ください。

十日市祭で「うけどん」に会える!
「うけどん」が十日市祭に登場します。皆さんのお越しを
お待ちしています。詳しくは、同封のチラシをご覧ください。

「ゆるキャラ®グランプリ2019」
応援ありがとうございました！
８月１日（木）から開始した「ゆるキャラ®

グランプリ」への投票期間が10月25日
（金）に終了しました。結果発表は、11月
２日（土）・３日（日・祝）に長野県で行われます。
投票結果については「広報なみえ12月号」で報告しま

す。応援していただいた皆さん、ありがとうございました！

タブレットやアプリの
使い方などお困りのことは
ありませんか？

●日時
11月23日（土・祝）・24日（日）
●場所
浪江町地域スポーツセンター

浪江町タブレットサポートセンター

【浪江タブレット特別料金プラン】

0800（919）3287
（平日９時～17時15分）

利用している人
▼

浪江町役場企画財政課情報統計係

0240（34）0241
（平日８時30分～17時15分）

利用していない人
▼

※「浪江タブレット特別料金プラン」の申込みは終了しています。
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●　佐々木　幸夫 様（西台）
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●

ふるさと納税

ごみの出し方は
市区町村によって違います

ごみの分別方法や出し方は、お住まいの市区町村によ
り異なります。それぞれ決められたごみの出し方を順守
してください。
また、買い物のときにエコバッグを持参してレジ袋を
もらわないようにするなど、ごみの減量化・リサイクル
（再資源化）を日々の生活から心掛けましょう。

� � � ��������	�

����������������������

��� � ����� � �

���� � ����� � �

���� � ����� � �

���� � ������� � �

��� � ����� � �

����������� � �

��� � ���������� � �

���� � ������ � �

���� � ������� � �

���� � ������ � �

��� � ������ � �

��� � ������� � �

��� � ������� � �

��� � ���������

��� � ������� � �

���� � ����� � �

��� � ����� � �

���� � ����� � �

��� � ����� � �

��� � ����� � �

���� � ����� � �

����������� � �

���� � ����� � �

���� ���� � �

�������	
��
��������
�������

�������������	�
��	��
��	�������
�	���
�������	
��
��
����������

�������	
��

������������
�������
�������
������������

������� � � �

����������
�������	
��
����
�������������	
��

��������	����������������

������������	
���������

��������	
��
�����
�������	
��

��������	
��
����������������

� � � �
�������	�

� ����� ��� 	
�

���

�������� 	
�� �� �

�������� 	
�� �� �

�������� �	
� ���
�

�������� 	
�� �� �

�������� 	
�� �� �

�������� �	
� �� �

�������� �	
� �� �

�������� 	
�� �� 
 �

�������� ��	� �
 �

�������� �	
� �� �

�������� �	
� �� �

�������� �	
� �� �

������� �	� 
��� ���

���

������������ �� 	����� �� �
�� ��

���������� �� �	
����
 � �
��

���

������������ 	� 
���
��� � �
��� ��

������������ �� ��������� �
�� �

�������������� 	� ��������� � �
�����

�������������� 	� ��������� �
�������

�������������� 	� ��������� � �
�����

���������� �� �	
����
���
��

������������ �� 	
������� �
��� �

�����
�������	
�

�����������	
������

�������	
��
������������������� !"#$�

�������	
��
�������������������	
��
���������

�������	
��
��������

��������	�

���������	
��
�����������������
�������	
��
��������������

��������	����������������

�������	
��
������
�����

�������	
������������

�������������

�������	
��
����������������

���������������	�

�������������	
��
���������������

�������������	
��
���������

������������	
�

������

��������������	
��
�����

�������	
��
����������������

�������	
��
�� � � �

�������	
��
����
�������
�������	�
���
��������

� � � �

������ � � �

���������������	����� � � �

��������	
��������������	
����� � �

�������	
��
�� �������	
��
�� � � �

�������	
��
�����������
����������	
���
���������������������
�������	
��
������

� � � �

��������	
������������	�
������������

��������� � � �

�������	
��
���������� � � �

����������	
��
������������������������
�����������������	
��

�������������������������

●　

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

経済センサス－基礎調査

日本の未来のために、
とても大切な調査があります。

総務省統計局
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弘前大学浪江町復興支援室（健康保険課内）　　080（2813）0823（平日８時30分～17時15分）

開催日時
場所

内　容

11月18日（月）13時30分～15時　
なみえ創成クラブハウス
　（浪江町大字幾世橋字来福寺西73番地）

● 気軽に参加してください。（予約不要・参加費無料）
● 健康・放射線相談、Dシャトル（個人線量計）の結果の確認も受け付けています。

「あっぷるサロン」「あっぷるサロン」開催のお知らせ

◇茶話会
◇みんなと一緒に楽しく物忘れ予防
　～レク感覚で日常的にもできること（ゲーム・カルタなど）～
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健康保険課放射線対策係　　0240（34）0261

放射線相談員だより放射線相談員だより
～食品検査の結果は “不検出”以外はだめ？～

浪江町役場本庁舎に放射線相談員が常駐しています。今回は食品検査の結果についてお話しします。

自宅で育てた野菜はい
つも、食品検査で“不
検出”という結果でし
たが、庭に実った栗を
検査したら「１キログ
ラムあたり80ベクレ
ル」でした。“不検出”
以外のときは食べない
ほうがいいですか？

一般食品の基準値「１キログラムあたり100ベクレル」は、毎日
食べ続けても安全な基準として設定されているので、不検出では
なくても基準値以下であれば食べても問題ないと考えられます。
一方、不検出でなければ安心できないという人もいます。仮に、
その栗を500グラム食べたときの線量を考えてみると、「１キロ
グラムあたり80ベクレル」なので、500グラム食べると40ベク
レル摂取することになります。
“セシウム137”を１ベクレル食べたときに受ける放射線量は0.013
マイクロシーベルトと言われているので、「40ベクレル×0.013マ
イクロシーベルト＝0.52マイクロシーベルト」になります。

病院や総合健診で受ける胸のレントゲンが、１回で50マイクロシー
ベルト程度なので、その100分の１くらいの放射線量になります。
また、体の中に入ったセシウムは代謝によって排出され、成人であ
れば３か月程度で約半分になります。
心配な場合は、ホールボディカウンターを受けることで体内の放射
性物質の量が確認できますので利用してください。

それは、
どのくらいの放
射線量なの？
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取材者：一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム　髙田
取材日：８月25日、９月21日

「南町団地は１つ。団地から孤独死を出さない」を合言葉に。
集会所のイベントは月に15回。いつでも大入り満員です。

◆
初
め
て
の
夏
祭
り
は
大
成
功

一
浩
さ
ん　

入
居
者
が
外
に
出
て
、

話
し
て
、
仲
良
く
な
っ
て
、
孤
独
死

を
な
く
す
。
そ
の
た
め
に
入
居
直
後

か
ら
集
会
所
を
使
っ
た
交
流
会
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

孝
子
さ
ん　

夏
祭
り
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
、
最
初
は
人
が
集
ま
る
か
心

配
で
し
た
。
準
備
が
進
む
に
つ
れ
、

参
加
申
込
み
が
１
０
０
人
を
超
え
、

よ
さ
こ
い
出
演
団
体
も
３
チ
ー
ム
、

４
チ
ー
ム
と
増
え
、
そ
の
う
ち
、
参

加
申
込
み
が
２
０
０
人
、
３
０
０
人

と
増
え
て
い
き
、
途
中
か
ら
は
う
れ

し
い
悲
鳴
で
し
た
。

一
浩
さ
ん　

団
地
の
管
理
人
だ
け
で

は
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
は
で
き
な
い
の

で
、
団
地
の
各
棟
か
ら
５
人
ず
つ
協

力
者
を
募
り
ま
し
た
。
最
初
は
集
会

所
で
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
狭

く
て
収
ま
ら
な
い
の
で
、
急
き
ょ
、

隣
の
駐
車
場
に
変
更
。
３
日
前
か
ら

車
の
移
動
を
お
願
い
し
た
り
、
机
や

椅
子
も
足
り
な
い
の
で
市
内
の
他
の

復
興
住
宅
か
ら
借
り
て
き
た
り
と
み

ん
な
で
準
備
し
ま
し
た
。

結
果
的
に
よ
さ
こ
い
は
７
チ
ー
ム

に
。
入
居
者
と
出
演
者
、
出
身
市
町

の
社
会
福
祉
協
議
会
や
復
興
住
宅
の

支
援
を
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み

ん
ぷ
く
の
皆
さ
ん
あ
わ
せ
て
４
３
６

人
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
大
に
ぎ
わ
い

の
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

孝
子
さ
ん　

普
段
の
交
流
会
で
は
顔

を
見
な
い
方
も
多
く
見
掛
け
ら
れ
、

交
流
が
広
が
る
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

◆
代
表
管
理
人
と
し
て
団
地
の
課
題

に
向
き
合
う
日
々

一
浩
さ
ん　

団
地
の
中
で
困
り
ご
と

が
あ
る
と
、
直
接
私
に
電
話
が
来
ま

す
。
支
援
団
体
か
ら
の
連
絡
も
私
の

携
帯
に
来
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
日
常
的
な
対
応

は
多
く
、
今
年
度
は
す

で
に
５
７
５
回
で
す
。

孝
子
さ
ん　

昨
年
度
は

家
賃
補
助
の
仕
組
み
が

変
わ
っ
た
た
め
、
手
続

き
が
分
か
ら
な
い
方
の

相
談
が
多
か
っ
た
で

す
。
皆
さ
ん
の
喜
ぶ
顔

を
見
る
と
う
れ
し
い

し
、
頼
ら
れ
る
の
は
い

い
の
で
す
が
、
次
か
ら

次
へ
と
来
ら
れ
る
と
疲

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

団
地
の
高
齢
者
の
皆

さ
ん
は
、
私
た
ち
の
両

親
の
世
代
。
な
ん
と
か
生
活
し
や
す

い
よ
う
に
、
交
流
を
多
く
し
て
少
し

で
も
楽
し
み
を
多
く
、
と
い
う
思
い

は
分
か
る
ん
だ
け
ど
。
３
人
の
子
供

た
ち
は
み
ん
な
宮
城
県
内
で
暮
ら
し

て
い
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
が
忙
し

い
の
を
心
配
し
て
、
早
く
近
く
に
お

い
で
と
言
っ
て
く
れ
た
り
も
し
ま

す
。

◆
小
さ
す
ぎ
る
集
会
所
が
ネ
ッ
ク
。

行
政
に
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い

一
浩
さ
ん　

南
町
団
地
は
２
５
５
戸

も
あ
る
大
き
い
団
地
な
の
に
、
集
会

所
は
32
坪
で
二
本
松
の
表
団
地
（
44

戸
）
と
同
じ
。
せ
め
て
、
南
相
馬
市

内
の
他
の
団
地
と
同
じ
60
坪
規
模
の

集
会
所
が
無
い
と
不
便
で
す
。
入
居

直
後
か
ら
集
会
所
が
狭
い
と
い
う
声

が
住
民
か
ら
出
て
い
ま
す
。

孝
子
さ
ん　

実
際
、
集
会
所
が
満
員

に
な
っ
て
し
ま
う
行
事
も
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
せ
っ
か
く
外

に
出
て
来
て
も
ら
っ
て
も
、
諦
め
て

帰
っ
て
し
ま
う
。
と
て
も
も
っ
た
い

な
い
で
す
。

一
浩
さ
ん　

集
会
所
を
使
っ
た
イ
ベ

ン
ト
は
、
月
15
回
く
ら
い
。
毎
回
20

〜
30
人
は
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
実
績
を
持
っ
て
、
昨
年
、
県

庁
に
陳
情
に
行
き
ま
し
た
。
今
年
に

入
っ
て
や
っ
と
、
集
会
所
増
築
の
話

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ま
だ

十
分
な
案
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
避
難

生
活
で
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る

我
々
が
頑
張
っ
て
交
流
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
行
政
に
も
頑

張
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

▲８月25日に開催された夏祭り
　よさこい演舞の様子

▲団地の課題に日々奮闘中の一浩さんと孝子さん

鶴島　一浩さん・孝子さん（苅宿）

平成28年12月に入居開始になった南相馬市原町区の復興公営住宅南
町団地。５棟255戸の大きな団地で代表管理人として日々奮闘されてい
る鶴島一浩さん。今年８月には、管理人会主催で初めての夏祭りを開
催。よさこいチームの演舞やライブなど内容盛りだくさんの夏祭りは、
参加者が400人を超え、大成功を収められました。住民の困りごとや団
地の課題に毎日向き合っていらっしゃるご夫妻にお話を伺いました。

福島県
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
“浪江のこころプロジェクト” は、町民の皆さんの

声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第101号 ●

「浪江のこころ通信／第101号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX0240（34）4593
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９月25日、第５回子育てサロン「ぽかぽかテラス」が、第２回子育
てサロンで好評だった相馬助産所の助産師、宮原さんと渡辺さんを再
度講師に迎え、浪江にじいろこども園で行われました。
「大きな栗の木の下で」「とんぼのめがね」を参加者と手遊びで楽し
み、和やかな雰囲気になったところで「ママとお子さんのリフレッ
シュ体操パート２」が開始。
赤ちゃん体操（マッサージ）が始まると、お母さんの温かい手に子供た
ちはうっとり。かわいい笑い声も聞こえてきて会場全体に穏やかな空気が流れました。
その後は、“産後ヨガ”を楽しんだり、“ふれあいダンス”を親子でリズミカルな曲に合
わせて踊ったりしました。特に子供たちに人気だったのは“ドラえもん”の曲で、講師の
動きをまねて、上手にリズムにのって体を動かし、かわいらしい姿を見せていました。
最後には、体重測定と育児相談が行われるなど、盛りだくさんの内容となりました。

第７回 子育てサロン「ぽかぽかテラス」のご案内
●日　　時　11月27日（水）10時～11時30分
●場　　所　浪江にじいろこども園  遊戯室
●申込方法　11月22日（金）までに電話で申し込

んでください。
※当日は、開始時間に遅れないように来てください。

●弘前大学の教員による「ハンドマッサー
ジとハンドクリームづくり」、「歯の相
談」
●町の保育教諭や保健師、保護者同士の
「ふれあいタイム」または「園庭遊び」

ぽかぽかテラスを開催しました

　・　浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619

内  

容
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